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ボーリング柱状図
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B-No.1 36° 58’ 28.0000”

139° 49’ 01.0000”
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栃木県大田原土木事務所  道路部　道路保全課 2008-07-17 ～ 2008-07-23
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539.14 2.80 2.80

玉石混り
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536.44 2.70 5.50
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た
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粒径不均一な砂及び
φ20～40mmの亜円礫主体。
コア長350mmの転石及び玉石が連
続的に混る。
礫種は,安山岩が主体。
1.80m付近まで処々シルト及び細
砂分が多く以深は
，φ20～40mmの礫多く混入
2.40～2.50m間は転石点在。コア
長300mm程度。

粒径不均一な砂と少量の粘土で構
成，処々φ2～10mm程度の角礫が
混入する。
固結しているがコアは，細粒化し
土砂状となる。
5.00m以深，泥質な固結シルトを
シーム上に挟む。
塩原湖成層の砂岩・泥岩層と推察
される。

層理は水平方向で亀裂が多い。
6.00～6.50m間砂質で，土砂状と
なる。
コアは，長さ50mm以下の片状コ
アで採取され一部は，土砂状とな
る。

7.00～7.80m間，凝灰岩の転石
7.80m以深暗灰色を呈す。
粒径均一な砂と少量の粘土で構成
されている。，
固結しているがコアは，細粒化し
土砂状となる。
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